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メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
つ
ぼ
み
は
硬

く
て
も
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
花

が
早
く
も
咲
い
て
い
る
。

　
鎌
倉
近
辺
に
は
桜
の
名
所

が
数
多
い
。
今
回
は
ハ
リ
ス

記
念
鎌
倉
教
会
。
以
前
に
若

宮
大
路
に
面
し
た
門
の
外
側

か
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。

　
松
や
棕シ

ュ
ロ櫚

な
ど
を
背
景
に

桜
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
右

側
の
桜
は
見
事
な
枝
ぶ
り
で

左
へ
伸
び
て
い
た
。
左
に
も

桜
を
描
き
足
し
た
。

　
午
前
中
に
来
れ
ば
併
設
さ

れ
て
い
る
幼
稚
園
か
ら
園
児

た
ち
の
元
気
な
声
を
聴
く
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
水
彩
画
31
×
41 

㎝

　
３
月
に
入
る
と
桜
の
便
り

が
ち
ら
ほ
ら
。
我
が
家
の
ソ

４２

「
爛
漫
の
春
」黒

川　

明

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

　
藤
沢
市
藤
が
岡
２
丁
目
に

整
備
を
進
め
て
い
た
子
育
て

支
援
や
医
療
、
介
護
な
ど
の

複
合
施
設
「
藤
─

ｔ
ｅ
ｒ
ｉ

ａ
（
ふ
じ
て
り
あ
）」
が
完

成
し
、
４
月
１
日
か
ら
順
次

施
設
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
同
施
設
は
老
朽
化
し
た
藤

が
岡
保
育
園
の
建
て
替
え
に

合
わ
せ
、
周
辺
の
公
共
、
民

間
施
設
を
集
約
し
た
複
合
施

設
で
、
地
域
の
多
世
代
交
流

の
拠
点
と
な
る
よ
う
整
備
さ

れ
た
。

　
敷
地
面
積
約
３
１
０
０

㎡
、
地
上
３
階
地
下
１
階
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
４
５
３
０

㎡
。
内
部
に
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
視
覚
障
が
い
者
に
配
慮
し

た
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
、
災
害
対

応
と
し
て
停
電
時
の
発
電
機

や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
が
設
置
さ

れ
、
太
陽
光
発
電
や
雨
水

ピ
ッ
ト
で
省
エ
ネ
に
配
慮

し
、
一
部
に
県
産
ヒ
ノ
キ
間

伐
材
を
使
用
し
て
い
る
。

　
藤
沢
市
で
は
、
民
間
資
本

と
経
営
能
力
・
技
術
力
を
活

用
し
、
公
共
施
設
の
設
計
・

建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
な

ど
を
行
う
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
」

を
今
回
初
め
て
導
入
。
門
倉

組
、
工
匠
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム

が
出
資
し
た
「
ふ
じ
が
お
か

活
々
交
流
株
式
会
社
」
が
施

設
整
備
事
業
を
行
い
、
整
備

終
了
後
か
ら
は
公
共
施
設
は

藤
沢
市
が
保
有
、
民
間
収
益

施
設
は
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
が
単

独
で
保
有
す
る
。

　
公
共
施
設
に
は
、
保
育
園

や
子
ど
も
の
家
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
つ
ど
い
の
広
場

な
ど
が
あ
り
、民
間
施
設
は
、

歯
科
、
小
児
科
の
医
療
機
関

や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス

タ
ジ
オ
な
ど
が
入
居
し
て
い

る
。
地
域
の
見
守
り
活
動
を

す
る
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
、
防
災
備
蓄
倉
庫
も
設

置
さ
れ
た
。

「
藤
ー

ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ｣

オ
ー
プ
ン

公
共
、民
間
施
設
を
集
約

　
特
別
展
「
鎌
倉
の
伝
統
工

芸
『
鶴
岡
八
幡
宮
鎌
倉
彫
名

品
展
』」
が
５
月
16
日
ま
で

鎌
倉
文
華
館 

鶴
岡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
か
れ
て
い
る
。

　
鎌
倉
を
代
表
す
る
伝
統
工

芸
品
・
鎌
倉
彫
の
漆
工
芸
は

武
家
の
古
都
・
鎌
倉
で
仏
具

と
し
て
始
ま
り
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
茶
道
具
、
生
活

什
器
と
し
て
発
展
し
た
。

　
１
ｍ
ほ
ど
の
大
き
な
前
机

や
笈お
い
（
経
典
な
ど
を
詰
め
て

背
負
う
た
め
の
道
具
）、
５
、

６
㎝
ほ
ど
の
仏
像
の
雛
型
、

大
小
の
香
合
、
茶
入
れ
や
盆

な
ど
、
鎌
倉
彫
の
名
品
を
一

堂
に
集
め
、
室
町
時
代
か
ら

江
戸
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

に
か
け
て
の
変
遷
を
含
め
て

紹
介
し
て
い
る
。

　
吉
田
茂
穗
宮
司
は
「
鎌
倉

感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
観
覧
料
８
０
０
円
。
同
館

☎
０
４
６
７
・
55
・
９
０
３
０

鎌
倉
の
文
化
を
身
近
に

文
華
館
で
鎌
倉
彫
名
品
展

　
公
募
で
決
め
た
愛
称
は
藤

が
岡
の
藤
と
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

を
由
来
に
多
世
代
が
気
軽
に

集
え
る
場
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
。

　
３
月
14
日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
、鈴
木
恒
夫
藤
沢
市
長
、

事
業
主
ら
約
30
人
が
出
席
し

た
＝
写
真
。

　
鈴
木
市
長
は
「
地
域
の

方
々
に
愛
着
を
も
っ
て
ほ
し

い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
全
国
に

先
駆
け
て
取
り
入
れ
た
の
で

見
本
と
な
る
よ
う
運
営
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

彫
は
も
と
も
と

仏
具
が
始
ま
り

な
の
で
祈
り
か

ら
で
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
我
々

の
身
近
な
生
活

に
入
っ
て
き

た
。
多
く
の
方

に
ご
ら
ん
い
た

だ
き
、
鎌
倉
の

文
化
を
身
近
に

　「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」「
安

心
し
て
車
を
売
り
た
い
」
そ
ん

な
人
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、

鎌
倉
で
実
績
多
数
の
車
買
取
店 

　「
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」。

大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、
地
域

密
着
の
出
張
査
定
に
特
化
す
る

こ
と
で
、
抑
え
た
経
費
を
買
取

金
額
に
還
元
し
て
い
る
。

　「
最
近
は
鎌
倉
市
周
辺
の
運

転
の
卒
業
を
決
断
さ
れ
た
方
か

ら
の
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

親
切
・
丁
寧
・
確
実
な
対
応
で

安
心
し
て
売
却
で
き
る
地
元
の

車
買
取
店
の
当
店
に
お
任
せ
く

だ
さ
い
。」
と
坂
野
代
表
。

　
同
店
で
は
他
社
で
査
定
額
が

０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最
低
２

万
円
以
上
で
買
取
る
（
１
６
０

０
cc
以
下
は
５
千
円
以
上
）。
車

の
引
き
取
り
や
手
続
き
も
無

料
。
代
金
は
即
日
現
金
払
い
も

可
能
。
名
義
変
更
の
完
了
後
の

通
知
書
も
送
付
さ
れ
る
の
で
安

心
だ
。
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
は
全

国
70
店
舗
を
展
開
す
る
車
買
取

専
門
店
。
車
の
売
却
を
検
討
し

て
い
る
な
ら
、
一
度
、
連
絡
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
21
時
・
定
休
日
な
し

無料で出張査定に伺います。

「
車
を
売
ろ
う
か
な
」
と
考
え
中
の
方
へ

地
域
密
着
・
安
心
の
車
買
取
店

　
葉
山
の
風
早
橋
バ
ス
停
近

く
の
古
民
家
カ
フ
ェ
「
風
早

茶
房
」
を
拠
点
に
画
期
的
な

生
活
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
。

　「
風
早
互ご
き
ん
じ
ょ

近
助
支
援
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」(kazap

la)

は
地
域
住
民
と
、
住
民

団
体
、
町
内
会
、
民
生
委

員
、
医
療
機
関
な
ど
が
連
携

し
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

力
向
上
に
む
け
て
の
協
働
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
た

め
一
昨
年
に
発
足
し
た
。

　
登
録
団
体
に
は
社
協
の
助

成
や
介
護
保
険
を
適
用
し
た

事
業
を
行
う
団
体
も
あ
る

が
、
同
茶
房
店
主
の
桑
原
洋

一
さ
ん
（
60
）
は
、
代
表
理

事
を
務
め
る
同
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
内
で
昨
年
９
月

「kazapla

支
援
部
」
を
立

ち
上
げ
、「
通
い
の
場
」
と

し
て
の
高
齢
者
の
未
病
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
写
真
＝
と
訪

問
型
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原

則
に
基
づ
く
独
自
の
謝
金
シ

ス
テ
ム
は
公
金
を
用
い
な
い

た
め
「
風か

ざ
は
や早さ

ん
」
と
呼
ば

れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

介
護
保
険
制
度
で
は
賄
え

な
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
。
体
調
の
変
化
や
日
々
の

様
子
を
複
数
の
支
援
者
で
共

有
し
な
が
ら
業
務
管
理
が
で

き
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
も

構
築
し
た
。
こ
の
半
年
で

互
近
助
の
理
念
を
共
有
す

る
延
べ
２
０
０
人
が
参
加

し
、
利
用
者
が
有
償
ボ
ラ
に

転
じ
る
ケ
ー
ス
も
。
同
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
誰
も
が

い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍

で
き
る
共
生
社
会
を
葉
山

か
ら
目
指
し
て
い
る
。
詳

細
は
Ｈ
Ｐhttps://sites.

google.com
/kazahaya-

platform
.org/kazapla/

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
）

　
鎌
倉
同
人
会
主
催
の
第
73

回
実
朝
忌
俳
句
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
実
施
を
見
送

っ
た
が
、
昨
年
11
月
か
ら
今

年
１
月
中
旬
締
め
切
り
の
一

般
投
句
の
部
に
全
国
か
ら
４

８
２
句
の
応
募
が
あ
り
、
星

野
椿
、松
尾
隆
信
、宮
坂
静
生
、

山
川
幸
子
の
各
選
者
が
そ
れ

ぞ
れ
入
選
40
句
、
特
選
３
句

を
選
句
し
入
選
作
品
集
と
し

て
小
冊
子
に
ま
と
め
た
。

　
実
朝
賞
は
北
村
純
一
さ
ん

（
厚
木
）
の
「
海
鳴
り
は
祈

り
に
近
し
実
朝
忌
」。

　
主
な
入
賞
者
次
の
と
お

り
。
実
朝
賞
＝
北
村
純
一
さ

ん
（
厚
木
）
▼
県
知
事
賞
＝

竹
澤
聡
（
横
浜
）
▼
県
教
育

長
賞
＝
大
久
保
さ
く
子
（
東

京
）
▼
市
長
賞
＝
三
輪
洋
路

（
岐
阜
）
▼
市
議
会
議
長
賞

＝
大
石
ひ
ろ
女
（
佐
賀
）
▼

市
教
委
賞
＝
保
田
昌
男
（
大

和
） 

▼
神
奈
川
新
聞
社
賞
＝

飯
原
礼
子
（
横
浜
）
▼
市
観

光
協
会
賞
＝
瀬
野
浩（
大
阪
）

▼
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
藤

川
和
男
（
横
浜
）
▼
鶴
岡
八

幡
宮
宮
司
賞
＝
曽
根
新
五
郎

（
東
京
）
▼
鎌
倉
彫
会
館
賞

＝
栗
林
美
津
子
（
佐
賀
）　  

　
　
　 （
敬
称
略
） 

他
29
句

菊
文
大
香
合
（
鶴
岡
八
幡
宮
蔵
）

住
民
主
体
の「
互
近

助
」福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　  

葉
山

鎌
倉
同
人
会

第
73
回
実
朝
忌

俳
句
大
会


